
よいことが身につくために 

 

 筆者は、小さい頃、冬になると母から決まって頼まれる仕事がありました。それは、

仕事で夜遅く帰ってくる父のためにこたつの上に着物をかけて温めておく仕事でした。今

と違ってストーブもなく、とても寒い家でしたから、寒い夜道を帰ってきて、冷たい着物

を着なくてはいけない父のことを、母は案じていたのです。ならば、母が自分ですればい

いのに、と思うところですが、今になって思うと、母はこういう仕事を子どもにさせなが

ら、人を思いやるとはどういうことをすることか、具体的に教えていたのだと思います。

父が「ぬくいなあ」と、顔をほころばせるのを見て、嬉しかったものです。 

ここからは、アメリカの荒れたハイスクールの話です。１人の先生が、この荒れた学校

を立て直すために送り込まれてきました。彼が生徒たちに伝えたことは、「しっかりしなさ

い」という叱咤激励ではなく、「今ちゃんと勉強しておかないと将来困るよ」という脅しで

もなく、ごくごくあたりまえのことでした。それは「校内にゴミが落ちていたら、拾おう。

そしてゴミ箱に入れよう。」ということと、「重い荷物を持っている人がいたら、持ってあ

げよう」ということでした。この２つのことは、一番大切なこととして、取り上げられて

いたので、印象に残っています。 

子どもに何かを教えようとすると、とかく「人に優しくしなさい」とか「学校をきれい

にしよう」という、やや抽象的な呼びかけが多くなりがちです。でも、このような具体的

な指示は、どの子にも明確にわかり、すぐ行動に移すことができます。周りの大人も同級

生も、みんなしているのですから、することがあたりまえで自然なことになってきます。

こうして、単なるゴミ拾いと、他の人の重い荷物を持つことを続けているうちに、荒れた

ハイスクールは、思いやりにあふれた落ち着いた学校になり、ついに、学力テストで州一

番のハイスクールに変わっていったということです。 

子どもへの指示は、多くなくていい、具体的なことを１つか２つ提示し、そこからいろ

いろなことに広がっていく、そう思います。よいことはどんなことか、大人がやってみせ

て模範を示し、それを子どもがやってくれたら「ありがとう、助かるわ」と認める。こん

なことの繰り返しで、子どもはよいこととはどんなことか、わかってくるようになると思

います。 

このおたよりは、今年１月の、のしろ児童館だよりに掲載させていただいたものです。

同級生が殺されたり、危険ドラッグが大きな問題となってきた今年１年を振り返り、新し

い年こそ、少しでも、子どもたちの良いお手本となれる行動ができますようにと願って、

もう一度おたよりを掲載させていただきました。子どもによいことを少しでも伝えること

のできる大人になりたいものですね。 

 


